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  図 3 内診システム（研究用プロトタイプ）      図 4 本システムを利用したトレーニング例 
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図 6 正常時の胎児モデル（左：全開大，右：タイプ C） 
 
おわりに 
本研究では，異常時の分娩状況を考慮した内診トレーニングシステムを開発した．本システムを用いることで，実
際に実社会では体験出来ない経験が可能である．また，本システムを教育実習に用いることにより，優秀な産婦人
科医や助産師の早期育成が可能であると思われる. 本システムは，（株）高研に技術移転され，2010年 12月から，
販売されている．今回，内診トレーニングシステムに加えた異常時の胎児モデルは，4種類であったが，これ以外
の異常状態の胎児モデルをさらに追加することで，より現実の診断に対応できると思われる．本研究では，胎児の
内診を対象にしたものであるが，実体モデルと仮想モデルを入れ替えることで，他の部位（胸，腹部など）への応
用（医療教育，術前計画など）も可能である． 
 
 
 
  
